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研究成果の概要 

 

本研究の目的は、スマートフォンなどの汎用 CPUや GPUを備えたエッジデバイス上で巨大 AI

モデルの推論を効率的に実行可能とする手法の開発することである。エッジデバイスに搭載される

モデルは、そのデバイスが存在する環境に適した対話や画像処理ができれば良い。そのローカル

性の特徴を活かし、元の巨大 AIモデルを多数の小型エキスパートモデルに再構築し、環境の変

化や通信・計算資源の変動に応じてエッジデバイス上での必要充分なエキスパートを動的に切り

替える技術を確立する。本研究は 2023年 10月から開始され、以下の研究タスクを順調に完了し

ました。 

 

A. エッジ環境に適用する巨大 AIモデルの再構築 

本研究タスクでは、Mixture-of-Experts（MoE）技術を活用し、元の巨大 AIモデルを複数のエキス

パートモデルに分割して再構築する。現在のMoEは、主にデータセンター環境を対象としてお

り、複数の同質の専門家ネットワークを構築し、入力データを適切なエキスパート（専門家ネットワ

ーク）とマッチングするゲーティングネットワークを設計する。しかし、エッジ環境では、計算および

通信リソースは異質性と多様性であるため、専門家モデルを最適化することを行う。具体的には、

デバイス親和性モデルの構築と異種専門家ネットワークの構築を提案しました。 

 

B. 微調整（fine-tuning）技術による再訓練コストの削減 

高精度を達成するために、MoE化したモデルを再訓練する必要がある。しかし、複数のエキスパ

ートを含むモデル全体は大きいため再訓練のコストが高くなる。そこで、微調整技術を導入し、再

訓練のコストを大幅に削減する。具代的には、アダプタ技術を用いた微調整を提案し、強化学習に

基づく同期方法を設計した。 
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